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四國大學與香港城市大學交流書法展祝辭

集古學社社長  鄭 培凱教授 

《春墨無極》是這次中日青年學生書法作品聯展的名稱，定於一月末

舉行，正是立春之際，點出「春天的墨跡」爲主題，正好進行書法創

作與文化交流。「無極」二字是展覽的願景：希望這是一次跨越國界，

學科，以及個人創作差異的文化交流活動，讓更多人有機會參與其中。

本次展覽亮點之一是「跨越學科」：參展的同學擁有多樣的學科背景，

包含 10 個學系之多。這也是一次跨國界的藝術與文學交流活動，共

展出了 45 幅書法作品。展覽顯示了東亞文化交流的歷史淵源，作品

有取自中國《四庫全書》的，有來自中國歷代著名碑帖的，還有取材

自日本的短歌「鑑真的月」；此外，也有取材自《韓國歷代文籍叢書》。

自古以來，中日文化交流不斷，所謂「山川異域，風月同天，寄諸佛

子，共結來緣」，就是文字結緣的見證。

全球疫情讓文化交流遭遇了從未料到的挑戰。在這樣的時刻，更需要

我們牽起手來，尋找創新方式，弘揚傳統文化與促進社區共融。本次

展覽便是這樣的嘗試：希望能讓書法藝術作為文化傳播的媒介與活化

經典文學的方式，讓更多人藉此親近，並得以傳承。我們也期盼來自

中日兩地的學子，能借書法交流，加深彼此的瞭解，延續中日書法傳

承的文化情誼。
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香
港
城
市
大
学
と
四
国
大
学
と
の
交
流
書
道
展
開
催
に
寄
せ
て 

~ 

香
港
城
市
大
学
景
祥
祜
（
ス
テ
ィ
丨
ブ
・
チ
ン
）
先
生
と
の
ご
縁
に
つ
い
て 

~
 

真
言
宗
御
室
派
願
成
寺
住
職 

大
西 

智
城 

 

ス
テ
ィ
ー
ブ
・
チ
ン
先
生
、
太
田
剛
教
授
を
始
め
香
港
城
市
大
学
、
四
国
大
学
の
関
係
者
の
皆
様
方
、
香
港
城
市
大
学
と
四
国
大
学
の
交
流
書
道
展
開
催
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
交
流
会
が
延
期
、
中
止
と
な
る
な
か
、
こ
の
よ
う
な
国
を
超
え
て
の
交
流
書
道
展
を
開
催
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
、
誠
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

二
〇
一
四
年
十
二
月
、「
文
化
財
の
保
護
と
管
理
」
を
テ
ー
マ
に
香
港
城
市
大
学
で
国
際
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
私
は
当
時
、
京
都
仁
和
寺
で
財
務
部
長
と
し

て
文
化
財
の
管
理
を
担
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
京
都
大
学
井
出

イ

デ

亜
里

ア

リ

教
授
（
イ
ラ
ン
出
身
）
か
ら
お
誘
い
を
受
け
、「
仁
和
寺
の
文
化
財
の
保
護
と
管
理
に
つ
い
て
」

発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
先
生
と
の
ご
縁
の
始
ま
り
で
し
た
。 

そ
の
国
際
会
議
に
お
い
て
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
先
生
か
ら
突
然
大
勢
い
る
中
で
筆
で
の
揮
毫
を
求
め
ら
れ
、
同
行
し
て
い
た
妻
と
二
人
で
大
変
緊
張
し
な
が
ら
も
、
な
ん

と
か
書
き
あ
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
般
若
心
経
」
を
書
い
て
欲
し
い
と
依
頼
さ
れ
、
依
頼
を
受
け
た
妻
は
半
年
を
か
け
完
成
し
、
京
都
で
無
事
お
渡
し
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
も
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
先
生
は
こ
の
「
般
若
心
経
」
で
ご
先
祖
の
供
養
を
行
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
徳
島
に
来
ら
れ
た
時
に
は
四
国
八
十
八
か
所
参
り
に
ご
関
心
を
示
さ
れ
、
一
番
札
所
か
ら
五
番
札
所
ま
で
ご
案
内
し
た
と
こ
ろ
、
日
本
の
古
き
文
化
に
触
れ

大
変
お
喜
び
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
交
流
を
続
け
る
中
で
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
先
生
か
ら
書
道
で
日
本
の
大
学
と
交
流
を
し
た
い
と
の
お
話
が
あ
り
、
四
国
大
学
書
道
文
化
学
科
の
太
田
教
授
に

お
願
い
し
た
次
第
で
す
。
ス
テ
ィ
ー
ブ
先
生
の
書
に
か
け
る
情
熱
や
、
太
田
教
授
の
多
大
な
る
ご
尽
力
に
よ
り
、
両
校
の
交
流
書
道
展
が
開
催
に
至
っ
た
こ
と
は
、
誠

に
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

仏
教
で
は
「
縁
」
や
「
和
顔
（
笑
顔
）」
の
大
切
さ
を
説
き
ま
す
。「
縁
を
生
か
し
て
、
笑
顔
に
繋
げ
る
」
よ
う
、
こ
の
度
の
香
港
城
市
大
学
と
四
国
大
学
と
の
ご
縁

に
よ
り
、
学
生
の
交
流
・
相
互
理
解
が
深
ま
り
、
両
国
の
笑
顔
に
繋
が
る
こ
と
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。 

四
国
大
学
と
香
港
城
市
大
学
交
流
書
道
展
祝
辞 

集
古
学
社
社
長  

鄭 

培
凱
教
授 

 

「
春
墨
無
極
」
は
今
回
の
中
日
青
年
学
生
書
道
作
品
展
の
名
称
で
、1

月
末
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
立
春
に
あ
た
り
、「
春
の
墨
迹
」
を

テ
マ
に
、
書
道
の
創
作
と
文
化
交
流
を
行
う
。「
無
極
」
の
二
文
字
は
展
覧
会
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
る:

こ
れ
が
国
境
、
学
科
、
個
人
の
創
作
の
違
い
を
越
え

た
文
化
交
流
活
動
で
あ
り
、
よ
り
多
く
の
人
に
参
加
す
る
機
会
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
展
覧
会
の
注
目
点
の
一
つ
は
「
学
際
横
断
」
で
あ
る
。
参
加
す
る
学
生
は
多
様
な
学
際
背
景
を
持
ち
、10

の
学
科
を
含
む
。
こ
れ
は
国
境
を
越
え

た
芸
術
と
文
学
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
で
も
あ
り
、45

の
書
道
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
展
覧
会
は
東
ア
ジ
ア
文
化
交
流
の
歴
史
的
淵
源
を
示
し
て
い

る
。
作
品
は
中
国
の
『
四
庫
全
書
』
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
、
中
国
歴
代
の
著
名
な
碑
帖
か
ら
採
ら
れ
た
も
の
、
ま
た
日
本
の
短
歌
「
鑑
真
の
月
」
か
ら
取

材
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
、『
韓
国
歴
代
文
献
叢
書
』
か
ら
の
取
材
も
あ
る
。 

 

古
来
、
中
日
の
文
化
交
流
は
絶
え
ず
、
い
わ
ゆ
る
「
山
川
異
境
、
風
月
同
天
、
諸
仏
子
を
寄
せ
て
、
共
に
縁
を
結
び
に
来
る
」
は
、
文
字
が
縁
を
結
ぶ
証

し
で
あ
る
。 

 

新
型
肺
炎
の
世
界
的
な
流
行
は
文
化
交
流
を
予
想
も
し
な
か
っ
た
試
練
に
直
面
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
、
私
た
ち
は
手
を
つ
な
ぎ
、
革
新
的

な
方
法
を
探
し
、
伝
統
文
化
を
発
揚
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
協
力
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
展
覧
会
は
、
書
道
が
文
化
を
伝
え
る
媒
体
と
し
て
、

古
典
文
学
を
活
性
化
す
る
手
段
と
し
て
、
多
く
の
人
に
親
し
み
を
持
っ
て
も
ら
い
、
継
承
し
て
い
く
試
み
で
あ
る
。
私
達
も
中
日
両
地
の
学
生
か
ら
来
る

こ
と
を
望
ん
で
、
書
道
の
交
流
を
借
り
て
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
て
、
中
日
の
書
道
の
伝
承
の
文
化
の
情
誼
を
継
続
し
ま
す
。 

 

翻
譯
：
郭
鐘
蔚  

顧
心
怡 
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香港城市大學與四國大學舉辦交流書法展寄語

真言宗禦室派願成寺住持大西智城

景教授、太田剛教授以及香港城市大學、四國大學的相關人士，衷心

祝賀香港城市大學和四國大學舉辦交流書法展。在因新冠疫情，各種

各樣的活動和交流會延期、中止的情況下，我們對您舉辦這種跨國家

的交流書法展表示衷心的感謝。

2014 年 12 月，「東亞文獻保存修復和價值呈現」現代技術的應用—

專題講座與工作坊在香港城市大學舉行。我當時在京都仁和寺 ,財務

部長作為文化遺產的管理 ,從京都大學井出亚里教授開始接受邀請 ,

以“仁和寺的文化遺產的保護和管理問題”發表了專題報告 ,景教授

和我緣分的開始。

在那次國際會議上邀请嘉宾以毛笔挥毫留念，我和同行的妻子雖然感

到緊張，但還是勉強完成了。後來，他委託我的妻子寫《摩訶般若心

經》，我的妻子接受了他的委託，花了半年時間完成了《摩訶般若心

經》，並在京都順利地交給了景教授。我聽説他以這個《摩訶般若心

經》而供養祖先。

另外，來德島的時候，對四國 88所與弘法大師（空海）有淵源的寺

廟感到好奇，我們參訪了 5所寺院（一號到五號），接觸到了日本的

古老文化，非常高興。

在這樣的交流中，景教授說想在書法方面與日本的大學進行交流，於
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是我就拜託了四國大學書法文化學科的太田教授。在景教授對書法的

熱情和太田教授的大力支持下，兩校的交流書法展得以舉辦，實在令

人高興。

佛教強調“緣分”和“和顏”的重要性。“讓緣分延續，讓笑容延續”，

希望香港城市大學和日本四國大學能夠通過這次的因緣，加深學生之

間的交流和相互理解，讓兩國的笑容能延續下去。

翻譯：郭鐘蔚 顧心怡
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香
港
城
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学
と
四
国
大
学
の
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流
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展
開
催
に
寄
せ
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四
国
大
学
文
学
部
書
道
文
化
学
科
教
授
・
同
大
学
院
文
学
研
究
科
長 

太
田 

剛 
今
か
ら
一
年
以
上
前
、
徳
島
市
の
願
成
寺
の
大
西
智
城
住
職
か
ら
、
私
に
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
大
西
住
職
は
徳
島
県
の
真
言
宗
を
代
表
す
る
名
僧
で
、
徳
島
市
の
文
化
・
福

祉
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、
四
国
大
学
の
書
道
文
化
学
会
で
講
演
を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
あ
る
方
で
す
。
住
職
が
か
つ
て
香
港
城
市
大
学
で
真
言
宗
に
関
す
る
講
演
を

さ
れ
た
際
に
知
り
合
っ
た
の
が
、
そ
の
大
学
の
図
書
館
特
別
顧
問
の
景
祥
祜
（
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
チ
ン
）
先
生
で
す
。
大
西
住
職
か
ら
ス
テ
ィ
ー
ブ
先
生
を
紹
介
さ
れ
、
先
生
か
ら

は
、
香
港
城
市
大
学
の
学
生
の
書
道
作
品
を
四
国
大
学
で
展
示
し
、
学
生
同
士
の
交
流
も
し
た
い
と
の
申
し
出
を
受
け
ま
し
た
。 

興
味
深
い
企
画
で
し
た
が
そ
の
年
は
実
施
で
き
ず
、
二
〇
二
一
年
の
十
一
月
二
十
六
日
（
金
）
～
二
十
八
日
（
日
）
の
、
四
国
大
学
「
芳
藍
書
道
展
」
に
合
わ
せ
、
香
港
城
市
大

学
か
ら
十
二
点
の
軸
作
品
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、
四
国
大
学
の
作
品
と
一
緒
に
展
示
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
二
十
八
日
（
日
）
の
午
後
に
は
「
四
国
大
学
書
道
文
化
学
会
」
が
、
コ

ロ
ナ
禍
の
た
めzoom

に
よ
る
遠
隔
形
式
で
実
施
さ
れ
、
香
港
城
市
大
学
の
四
名
の
学
生
が
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
各
自
の
作
品
紹
介
を
し
、
本
学
の
学
生
た
ち
に
大
き
な
刺
激
を
与

え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
際
に
は
、
四
国
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
了
生
で
中
国
語
に
堪
能
な
渡
邊
浩
樹
君
に
通
訳
を
お
願
い
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
芳
藍
書
道
展
に
展
示
済
み
の
本
学
書
道
文
化
学
科
の
一
～
三
年
生
の
学
生
の
作
品
二
十
四
点
を
選
抜
し
、
う
ち
十
二
点
の
実
物
と
、
二
十
四
点
の
作
品
写
真
お
よ
び

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
を
香
港
城
市
大
学
に
送
り
ま
し
た
。
そ
の
後
に
十
二
点
の
実
物
展
示
と
二
十
四
点
の

WEB

展
示
を
併
用
し
て
展
示
を
し
て
い
た
だ
き
、
二
〇
二
二
年
一
月

十
八
日
（
火
）
の
午
後
に
は
、
四
国
大
学
の
代
表
学
生
六
名
が
各
自
の
作
品
紹
介
をzoom

に
て
実
施
し
、
香
港
城
市
大
学
の
学
生
達
と
も
交
流
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

際
に
は
渡
邊
浩
樹
君
と
本
学
国
際
課
の
金
睿
さ
ん
に
通
訳
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
間
に
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
先
生
か
ら
は
メ
ー
ル
に
て
多
く
の
細
か
い
指
示
連
絡
を
い
た
だ
き
、
会
場
準
備
な
ど
に
精
力
的
に
動
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
強
い
情
熱
に
は

と
て
も
感
心
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
企
画
が
両
国
の
学
生
の
視
野
を
広
げ
、
未
来
に
書
道
文
化
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
ま
ず
は
そ
の
第
一
歩

を
踏
み
出
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
お
祝
い
し
、
両
大
学
内
外
の
関
係
者
の
皆
様
の
努
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 
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香港城市大學與四國大學交流書法展祝辭

四國大學文學部書法文化學科教授·同大學院文學研究科科長

太田剛

一年多前，德島市願成寺的大西智城住持與我聯繫。大西住持是德島

縣真言宗的代表名僧，熱心於德島市的文化福利活動，還曾應邀在四

國大學的書法文化學會演講。住持於二零一四年在香港城市大學做關

於「東亞文獻保存修復和價值呈現」現代技術的應用—專題講座與工

作坊時認識了香港城市大學圖書館的特別顧問景祥祜教授。大西主持

向我介紹了景教授，他提出想把香港城市大學學生的書法作品帶到四

國大學展出，讓學生們進行交流。

這個有趣的計劃在那一年是無法實施的 ,直到2021年 11月 26日 (星

期五 )~28日 (星期日 ),四國大學舉辦“芳藍書法展”,香港城市大

學將十二份作品寄給我與四國大學的作品一起公開展示。另外 28日

(日 )下午“四國大學書法文化學會”因為疫情的原因只能以 zoom

的在線會議，香港城市大學的四名學生在文稿展示中介紹本校學生的

作品。當時，我們請了四國大學研究生院文學研究科的畢業生、精通

中文的渡邊浩樹擔任翻譯。

之後，我們從本校芳藍書法展上展出的書法文化專業一至三年級學生

的 24 幅作品中選出 12 幅實物、24 幅作品圖片及說明資料，發送給

香港城市大學的景教授。此後 12 幅實物展示和 24 份的圖片於 2022

年 1 月 18 日 (星期二 )下午，由四國大學的 6名學生代表將在 zoom

會議上進行講解 ,也將和香港城市大學的學生們進行書法交流。屆時
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渡邊浩樹和本校國際課職員金睿先生將擔任翻譯。

在此期間，景教授給了我很多建議，讓我精力充沛地準備會場。我很

佩服景教授那種強烈的熱情。這樣的規劃將會拓寬兩國學生的視野，

促進書法文化在未來的進一步發展。我認為首先是邁出了第一步。我

對此表示祝賀，並對兩所大學內外的相關人士的努力表示感謝。

翻譯：郭鐘蔚 顧心怡
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科學與藝術: 春墨無極 

日本四國大學與香港城市大學學生線上書法交流會 

日期和時間：2022 年 1月 18日(星期二)15:20-16:50(香港時間) /16:20-17:50(日本時間) 

Zoom Meeting 鏈接：https://cityu.zoom.us/j/96551877850?pwd=MHo4TzF0T3RXRVd4NHdzV1BxRXhwdz09 

    Meeting ID: 965 5187 7850         Password: 461882 

時間 活動 

15:20-15:25 主持人 香港城市大學 翻譯及語言學系 李  博潤 

15:25-15:30 四國大學 文學部書法文化學科教授 太田  剛致辭 

15:30-15:40 朗誦與中樂演奏<定風波>  

古箏 香港城市大學材料科學與工程學院 魯  馨雅 

二胡 香港城市大學法學院 陳  亦泓 

朗誦 香港城市大學電腦金融專業 張  悅楊 

15:40-15:45 《展览介绍》  

香港城市大學 商業分析專業 黃  秀祺 

15:45-15:50 《楊峴臨 西嶽華山廟碑 的臨書作品》 

四國大學 書道文化學科 水澤  一暢 

15:55-16:00 《行草書創作 張籍詩 涼州詞三首》 

四國大學 書道文化學科 寺澤  步花 

16:00-16:05 《楷書創作作品》 

四國大學 書道文化學科 松本  奈菜花 

16:05-16:10 《趙之琛 篆刻作品 模刻六種》 

四國大學 書道文化學科 麻植  柚花 

16:10-16:15 《芳藍書法展作品 假名(創作) ~百人一首之四首~》 

四國大學 書道文化學科 元木  紀世美 

16:15-16:20 《漢字假名混雜文 創作作品 淺野浩的詩 》 

四國大學 書道文化學科 桃田  葵 

16:20-16:25 《我的創作故事 夜舟行》 

香港城市大學 計算數學專業 馬  佳昕 

16:25-16:30 《我的創作故事 春曉》 

香港城市大學 環球商業專業 謝  一銘 

16:30-16:40 現場書畫分享 《牧隱詩藁卷之七》<詠梅> 

香港城市大學 能源與環境學院 藍  清陽作畫 

香港城市大學校書法保育研習實踐項目導師王  瑋樂題詞 

16:40-16:45 香港城市大學圖書館特別顧問景  祥祜總結 

16:45-16:50 Q & A 

召集人：四國大學 文學部書法文化學科教授 太田  剛/香港城市大學 邵逸夫圖書館特別顧問 景 祥祜               

日文翻譯：香港城市大學 金融系 顧 心怡/翻譯及語言學系 郭 鐘蔚        

中文翻譯：四國大學 書道文化學科 渡邊 浩樹/國際科職員 金 睿 
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策展人的話

  
  據載，長屋王曾將繡有“山川異域，風月同天，寄諸佛子，共結來

緣”四句偈文的千件袈裟贈予唐朝僧侶以求傳統佛法。當時鑒真和尚
亦為此所動，並在回應入唐僧東渡弘法請求時提到。後來，其東渡之
旅成爲中日文化交流的里程碑式的事件。偈文中超越國界，天下大同
的思想更是為後人稱道。
 
 【科學與藝術：春墨無極】展覽緣起 2017 年揚州《東征傳繪卷》的
考察之行。中日學者一同訪問這座鑒真出生、生活的城市。他們從大
明寺的鑑真圖書館（由星雲大師捐建）出發，重游當年鑑真出家的祖
壇與瘦西湖。在此途中，日本高僧大西智城以‘鑑真東渡’的故事為
創作背景，創作了名為‘鑑真的月’的短歌，以此見證中日千年不息
的文化交流與真摯情誼。

  五年倏忽已過，期間世界變遷劇烈，疫情更是讓文化交流事業遭遇
了從未預想的挑戰。在這樣的時刻更需要我們牽起手來，尋找創新方
式弘揚傳統文化與促進社區共融。本次展覽便為這樣的嘗試：希望能
讓書法藝術作為文化傳播的媒介與活化經典文學的方式之一，被更多
人看見，並得以傳承。同時，我們也期盼來自中日兩地的學子能借書
法傳情，加深彼此的瞭解，延續中日這番動人的文化情誼。

  本次展覽由四國大學文學部書道文化學科、香港城市大學學生書法
學會墨袖齋組織，集古學社、香港城市大學環球管理處、香港城市大
學邵逸夫圖書館書法傳承與互聯項目組支持。通過本次活動，我們意
在創建一個開放互融的文化環境，讓來自不同國家、不同學科背景的
學生能夠共同學習傳統古籍、交流心得，並将自己的感想與理解融汇
到書法創作過程中。
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  展覽將於 2022 年 1 月 17 日至 1 月 21 日（共五天）在香港城市大
學楊建文學術樓紫區舉辦，共展出了 45 幅書法作品。香港城市大學
共展出 21 幅作品：1 幅取材自大西智城和大西順子的短歌；15 幅取
材自中國《四庫全書》或文學作品；5幅取材自《韓國歷代文籍叢書》。
日本四國大學共展出 24 幅作品：18 幅作品取材自中國名碑帖和文學
作品；6幅作品取材自日本文學作品。

  【無極】二字貫穿活動始末。我們想要跨越國界，學科，甚至是個
體差異的藩籬，讓更多人參與到展覽當中。

   參與者擁有多樣的學科背景，囊括書道 (書法 ) 、電機工程、電
腦科學、數學、傳播與媒體、中文與歷史、會計、經濟與金融。

  本次展覽亦是一次跨國界的文學交流，學生以書法形式抒發心中所
悟。作品取材廣泛：會計專業校友王瑋樂以《鑑真的月》為創作背景；
書道專業學生水澤一暢临摹清代楊峴隸書節臨《西嶽華山廟碑》的書
帖；商業分析專業學生黃秀祺从韓國詩人徐居正的《春望》汲取零感。

  香港城市大學學生用中國地方方言朗誦書法作品，使視障人士也能
欣賞到傳統古籍之美，體現了「多元與共融」的主題。

  春和景明時，願與卿相會，我們期望大家能盡情地享受本次展覽。
最後，向為作品展出以及展覽策劃付出巨大努力的有關人士致以最誠
摯的感謝。
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會計系校友  王瑋樂

龍門對 「鑒真的月」
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* 背景圖畫為《東征傳繪卷》 現藏於日本奈良唐招提寺
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日本四國大學作品
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2022年1月 香港城市大学にて展示予定の四国大学書道文化学科学生作品
2021.12.20 四国大学文学部書道文化学科

番 学年 氏名 日本語よみ ローマ字 作品名 書体

1 3  鴛田 光平 おしだ こうへい Oshida Kohei 臨 魏霊蔵造像記 楷書

2 3 麻植 元明 おえ げんめい Oe Genmei 自作詩「大地の演舞」 漢字仮名交じり文

3 3 河野 幸太 こうの こうた Kono Kota  臨 杜家立成雑書要略 行書

4 3 白石 瑞帆 しらいし みずほ Shiraisi Mizuho 杜甫詩 隷書

5 3 祖月輪 音々 そがわ ねね Sogawa Nene 自作詩「秋風」 漢字仮名交じり文

6 3 寺澤 歩花 てらざわ あゆか Tearazawa Ayuka 張籍詩「涼州詞三首」 行草書

7 3 桃田 葵 ももた あおい Momota  Aoi 浅野浩の詩 漢字仮名交じり文

8 3 山下 歌茄 やました かな Yamashita Kana 臨 呉昌碩詩稿 行草書

9 3 元木 紀世美 もとき きよみ Motoki Kiyomi 『百人一首』より四首 仮名

10 2 上里 美貴 うえざと みき Uezato Miki 楊炯詩「従軍行」 行草書

11 2 中村 華奈 なかむら かな Nakamura  Kana 臨 呉昌碩書 行書

12 2 丸野 真愛 まるの まあい Maruno Maai 臨 趙之謙書 篆書

番 学年 氏名 日本語よみ ローマ字 作品名 書体

13 3 安部 良夢 あべ らむ Abe   Ramu 呉蘭雪詩 楷書

14 3 小林 茉祐奈 こばやし まゆな Kobayashi  Mayuna 王維詩「山居秋暝」 行草書

15 3 松本 奈菜花 まつもと ななは Matsumoto Nanaha 杜甫詩「春歸」 楷書

16 2 麻植 柚花 おえ ゆずか Oe  Yuzuka 模刻 六種 篆刻

17 2 加藤 史也 かとう ふみや Kato Humiya 赤田臥牛の詩 行草書

18 2 水澤 一暢 みずさわ いよ Mizusawa Iyo 臨 楊峴臨・西嶽華山廟碑 隷書

19 1 伊賀上 伸悟 いがうえ しんご Igaue   Shingo 模刻 趙之謙と趙時棡の印 篆刻

20 1 大内  涼音 おおうち すずね Ouchi Suzune 臨 祭姪文稿 行草書

21 1 奥村 妙 おくむら たえ Okumura Tae 臨 美人董氏墓誌銘 楷書

22 1 春 りりか はる りりか Haru Ririka 臨 大鐸臨王渙之帖 行草書

23 1 溝上 結衣 みぞかみ ゆい Mizokami Yui 『古今和歌集』より一首 仮名

24 1 山田 珠里 やまだ じゅり Yamada Juri 臨 離洛帖 行草書

大
作
品

(

デ
ー

タ
の
み
送
付
）

小
作
品
（

作
品
を
送
付
）
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感想 釈文 題 学年
　
今
回
、
私
は
魏
霊
蔵
造
像
記
を
臨
書
し
ま
し
た
。
こ
の
古
典
は
高
校
時
代
に
よ
く
臨
書
し
た

も
の
で
、
三
年
生
に
な
っ
た
今
、
初
心
に
立
ち
返
ろ
う
と
思
い
選
び
ま
し
た
。
造
像
記
の
特
徴

で
あ
る
鋭
い
筆
画
、
力
強
い
線
質
を
再
度
意
識
し
な
が
ら
臨
書
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
け
れ
ば
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

夫
霊
跡
誕
遘
。
必
表
光
大
之
迹
。
玄
功
既
敷
。
亦

標
希
世
之
作
。
自
雙
林
改
照
。
大
千
懐
綴
暎
之
悲
。

慧
日
潜
睴
。
唅
生
銜
道
慕
之
痛
。
是
以

臨
　
魏
霊
蔵
造
像
記

三

名前

鴛
田
　
光
平
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感想 釈文 題 学年
自
作
詩
の
調
和
体
と
い
う
こ
と
で
、
青
空
の
下
に
風
が
吹
い
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で
作
っ
た
詩
の
た

め
、
余
白
の
あ
る
さ
わ
や
か
な
線
を
目
指
し
ま
し
た
。
王
羲
之
を
中
心
と
し
た
基
本
的
な
行
書
、

草
書
を
用
い
て
、
読
み
や
す
く
か
つ
、
平
仮
名
と
よ
く
調
和
し
、
美
し
い
筆
脈
等
の
流
れ
を
出
す

こ
と
に
気
を
つ
け
て
制
作
し
ま
し
た
。

白
い
火
を
浴
び
た
大
樹
の
そ
の
裏
に

小
さ
き
花
の
舞
う
風
が
吹
く

大
地
の
演
舞

　
　
三

名前

麻
植
　
元
明
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感想 釈文 題 学年
　
光
明
皇
后
の
杜
家
立
成
雑
書
要
略
を
臨
書
し
ま
し
た
。
こ
の
古
典
は
、
全
体
的
に
前
傾
の
姿

勢
で
、
右
下
へ
の
線
が
強
く
豊
か
な
字
姿
を
し
て
い
る
所
が
特
徴
で
す
。
そ
れ
ら
の
特
徴
を
意

識
し
つ
つ
、
文
字
の
大
小
、
線
の
太
細
等
を
上
下
左
右
の
文
字
と
調
和
す
る
よ
う
に
紙
面
に
配

字
し
ま
し
た
。
筆
は
柔
ら
か
い
羊
毛
筆
を
用
い
ま
し
た
。

参
。
謹
環
無
述
。
同
學
從
征
不
得
執
別
與
書

弟
機
謀
内
發
。
奇
略
外
聞
。
舞
弄
長
戈
。

棄
投
短
筆
。
希
橫
虚
之
陣
。
旗
鼓

杜
家
立
成
雑
書
要
略

三

名前

河
野
幸
太
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感想 釈文 題 学年
鄧
石
如
の
書
風
を
基
盤
に
、
杜
甫
の｢

野
人
送
朱
櫻｣

と
い
う
詩
を
隷
書
で
書
き
ま
し
た
。
自
分
の

課
題
で
あ
る
筆
の
穂
先
を
使
っ
た
運
筆
を
意
識
し
、
安
定
感
が
あ
り
な
が
ら
も
ス
ッ
キ
リ
と
し
た

線
を
心
が
け
ま
し
た
。
字
幅
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
お
り
、
行
間
が
き
れ
い
に
見

え
な
か
っ
た
の
で
次
注
意
し
た
い
で
す
。

西
蜀
櫻
桃
也
自
紅
。
野
人
相
贈
満
筠
籠
。
數
回
細
寫
愁

仍
破
。
萬
顆
匀
圓
訝
許
同
。
憶
昨
賜
霑
門
下
省
。
退
朝
擎

出
大
明
宮
。
金
盤
玉
筯
無
消
息
。
此
日
嘗
新
任
轉
蓬
。

杜
甫
詩

三

名前

白
石
　
瑞
帆



25



26

感想 釈文 題 学年
　
例
年
よ
り
到
来
の
遅
か
っ
た
秋
を
人
に
た
と
え
な
が
ら
、
秋
の
思
い
出
を
自
作
の
詩
で
綴
り

ま
し
た
。
秋
は
風
が
冷
た
く
て
あ
ま
り
好
き
な
季
節
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
私
の
中
に
は
、

芳
藍
祭
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
練
習
に
明
け
暮
れ
た
楽
し
い
青
春
の
日
々
で
溢
れ
て
い
て
、
そ

っ
と
私
に
心
を
温
め
て
く
れ
る
の
で
す
。

風
　
の
ん
び
り
屋
で
少
し
冷
た
い
。
そ
ん
な
貴
方
だ
け
ど
、
思
い
出
の
中
で
は
い
つ
も
そ
っ
と

私
の
心
を
温
め
て
ゆ
く
。
ほ
ら
貴
方
の
匂
い
が
す
る
。

秋
風

　
　
二

名前

祖
月
輪
音
々
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感想 釈文 題 学年
　
今
回
は
、
二
八
に
三
行
創
作
し
ま
し
た
。
行
間
を
ス
ッ
キ
リ
み
せ
な
が
ら
も
動
き
を
大
き
く
見

せ
る
こ
と
を
工
夫
し
ま
し
た
。
墨
の
潤
渇
も
、
遠
く
か
ら
見
て
立
体
感
の
あ
る
作
品
に
な
る
よ
う

に
意
識
し
ま
し
た
。
書
い
て
い
て
楽
し
い
と
思
え
た
の
で
、
筆
の
動
き
が
最
初
に
比
べ
て
大
き
く

な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

邉
城
暮
雨
鴈
飛
低
。
蘆
笋
初
生
漸
欲
齋
。
無
數
鈴
聲
遥
過
磧
。
應
駄
白
練
到
安
西
。

古
鎮
城
門
白
磧
開
。
胡
兵
徃
徃
傍
沙
堆
。
巡
邉
使
客
行
應
早
。
毎
待
平
安
火
到
來
。

涼
州
詞
三
首

三

名前

寺
澤
　
歩
花
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感想 釈文 題 学年
　
今
回
、
浅
野
浩
の
詩
を
書
き
ま
し
た
。
こ
の
詩
文
を
選
ん
だ
理
由
と
し
て
は
、
漢
字
、
カ
タ

カ
ナ
、
ひ
ら
が
な
、
そ
れ
ぞ
れ
の
躍
動
感
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
の
と
「
魂
の
バ
リ
ケ
ー
ド
」
と

は
何
か
、
見
る
人
に
よ
っ
て
捉
え
方
は
様
々
だ
と
思
う
の
で
そ
の
考
え
方
の
違
い
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

魂
の
バ
リ
ケ
ー
ド
を
張
り
巡
ら
せ
眼
底
に
沈
黙
し
た
影

浅
野
浩
の
詩

三

名前

桃
田
　
葵
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感想 釈文 題 学年
　
呉
昌
碩
の
行
草
書
を
臨
書
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
呉
昌
碩
の
行
草
書
を
臨
書
し
て
い
く
中
で
、

右
上
が
り
が
強
す
ぎ
る
と
い
う
課
題
に
直
面
し
ま
し
た
。
今
回
の
作
品
制
作
で
は
課
題
に
直
面
し

た
こ
と
を
改
善
し
、
作
品
制
作
に
生
か
し
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
の
線
が
強
く
逞
し
く
生
き
て
い
る

よ
う
な
作
品
に
な
る
よ
う
心
が
け
ま
し
た
。

海
上
春
風
解
溫
袍
。
一
腔
哀
怨
抱
離
騒
。
乾
坤
到
處
詩
覊
滞
。

腸
腹
經
年
酒
洗
淘
。
醉
聽
談
鋒
蘇
疢
疾
。
老
從
心
地
抜
蓬
蒿
。

商
量
一
棹
逢
漁
父
。
更
訪
仙
源
洞
口
桃
。

臨
呉
昌
碩
詩
稿

　
　
三

名前

山
下
　
歌
茄
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感想 釈文 題 学年
こ
の
作
品
の
二
首
目
と
四
首
目
に
は
同
じ｢
秋
風｣

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
同
じ｢

秋
風｣

で
も
、
寒
々
と
し
た
寂
し
い
様
子

と
稲
穂
に
そ
よ
ぐ
爽
や
か
な
様
子
と
で
情
景
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
異
な
る
情
景
を
行
の
配
置
や
文
字
の
造
形
、

墨
の
潤
渇
に
変
化
を
つ
け
て
表
現
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
書
き
ま
し
た
。

筑
波
嶺
の
峰
よ
り
落
つ
る
男
女
恋
ぞ
つ
も
り
て
淵
と
な
り
ぬ
る

み
吉
野
の
山
の
秋
風
さ
夜
更
け
て
ふ
る
さ
と
寒
く
衣
う
つ
な
り

恋
す
て
ふ
わ
が
名
は
ま
だ
き
立
ち
に
け
り
人
知
れ
ず
こ
そ
思
ひ
そ
め
し
か

夕
さ
れ
ば
門
田
の
稲
葉
お
と
づ
れ
て
芦
の
ま
ろ
や
に
秋
風
ぞ
吹
く

百
人
一
首
よ
り
四
首

　
　
三

名前

元
木
　
紀
世
美
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感想 釈文 題 学年
楊
炯
の
詩
を
創
作
し
ま
し
た
。
王
鐸
を
は
じ
め
明
清
の
行
草
を
基
盤
と
し
太
細
や
潤
渇
、
作
品

の
見
せ
場
と
な
る
部
分
を
大
胆
に
表
現
で
き
る
よ
う
意
識
し
て
制
作
に
臨
み
ま
し
た
。
線
の
変

化
や
文
字
の
疎
密
の
変
化
な
ど
作
品
制
作
に
あ
た
り
、
自
分
の
課
題
が
明
確
に
な
っ
た
の
で
、

次
の
制
作
に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

烽
火
照
西
京
　
心
中
自
不
平

牙
璋
辭
鳳
闕
　
鐵
騎
繞
龍
城

雪
暗
凋
旗
畫
　
風
多
雜
鼓
聲

寧
為
百
夫
長
　
勝
作
一
書
生

楊
炯
詩
「
従
軍
行
」

二

名前

上
里
美
貴
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感想 釈文 題 学年
　
普
段
は
北
魏
楷
書
を
基
盤
と
し
た
作
品
を
制
作
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
違
う
書
体
に
も

挑
戦
し
よ
う
と
思
い
、
呉
昌
碩
の
臨
書
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
晩
年
の
呉
昌
碩
の
行
書
作
品
に
見

ら
れ
る
安
定
し
た
骨
格
や
金
石
の
影
響
の
あ
る
力
強
い
直
線
的
な
線
な
ど
を
書
く
際
に
留
意
し
た

も
の
の
、
臨
書
の
難
し
さ
を
痛
感
す
る
制
作
で
し
た
。

城
北
識
徐
公
。
飛
仙
謫
飮
中
。
論
交
秋
水
外
。
高
唱
大
江
東
。

書
讀
療
飢
蠧
。
梅
吁
不
霽
虹
。
可
言
堕
餘
響
。
鐘
呂
聽
云
同
。

臨
　
呉
昌
碩
書

二

名前

中
村
　
華
菜
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感想 釈文 題 学年
　
今
ま
で
は
呉
譲
之
の
臨
書
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
趙
之
謙
の
よ
う
な
重
厚
感
の
あ
る
小
篆
を

書
い
て
み
た
い
と
思
い
、
今
回
挑
戦
し
ま
し
た
。
趙
之
謙
の
特
徴
あ
る
起
筆
や
字
形
な
ど
を
表

現
し
つ
つ
、
全
体
的
に
重
く
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
掠
れ
を
入
れ
ま
し
た
。
今
後
は
創
作
作
品
に

も
反
映
さ
せ
て
い
け
た
ら
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

秦
兼
天
下
罷
　
矦
置
縣
于
是
君
臣
　

始
有
不
親
之
釁
矣
　
我
文
景
患
其
如
此
　

故
令
長
視
事
至
十
　
餘
年
居
位
或
長
子
　

孫
永
久
則
相
習

臨
　
趙
之
謙

二

名前

丸
野
　
真
愛
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感想 釈文 題 学年
今
回
、
こ
の
作
品
を
書
く
に
当
た
っ
て
気
を
つ
け
た
と
こ
ろ
は
、
楷
書
と
行
書
の
書
き
分
け
。
楷

書
は
力
強
い
造
像
記
を
、
行
書
は
楷
書
に
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
書
い
た
。
筆
は
高

校
時
代
に
使
っ
て
い
た
も
の
を
用
い
て
、そ
の
理
由
と
し
て
は
使
い
勝
手
が
良
い
と
い
う
こ
と
と
、

書
き
や
す
く
大
学
生
の
今
で
も
愛
用
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

明
月
依
然
似
昨
宵
白
鷗
導
我
過

渓
橋
貪
看
松
影
移
氷
簟
細
聴
茶

聲
煮
石
銚
　
衣
上
洞
宝
　
　
萏
笛
　
風
暮
又
萏
々
一
竿
便

　
　
　
　
　
有
江
湖
興
漁
兄
久
　
　
　

呉
蘭
雪
詩

　
　
三

名前

安
部
　
良
夢
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感想 釈文 題 学年
　
王
維
の
詩
を
創
作
し
た
。
呉
昌
碩
を
基
盤
に
古
典
の
雰
囲
気
を
残
し
な
が
ら
、
作
品
と
し
て

ま
と
め
上
げ
る
こ
と
を
意
識
し
制
作
を
し
た
。
書
き
込
み
が
足
り
ず
反
省
点
も
多
く
残
る
が
、

こ
れ
を
生
か
し
今
後
の
作
品
制
作
に
繋
げ
た
い
。
ま
た
、
秋
の
清
ら
か
な
山
中
の
景
色
を
描
い

た
詩
文
を
楽
し
み
な
が
ら
臨
ん
だ
。

空
山
新
雨
後
　
天
氣
晩
來
秋
　

明
月
松
閒
照
　
清
泉
石
上
流
　

竹
喧
歸
浣
女
　
蓮
動
下
漁
舟
　

随
意
春
芳
歇
　
王
孫
自
可
留

王
維
詩
「
山
居
秋
暝
」

三

名前

小
林
茉
祐
奈
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感想 釈文 題 学年
杜
甫
の
「
春
歸
」
と
い
う
詩
を
北
魏
時
代
（
三
八
六
～
五
三
四
年
）
の
楷
書
を
基
盤
に
創
作
し
ま

し
た
。
北
魏
楷
書
の
特
徴
で
あ
る
正
方
形
の
字
形
や
芯
の
あ
る
安
定
し
た
線
を
意
識
し
て
書
き
ま

し
た
。
工
夫
し
た
点
は
、
躍
動
感
を
持
た
せ
る
た
め
に
渇
筆
を
含
ま
せ
た
事
と
作
品
全
体
に
重
量

感
を
出
す
た
め
に
文
字
重
心
を
低
く
し
た
揃
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

別
來
頻
甲
子
　
歸
到
忽
春
華

倚
杖
看
弧
石
　
傾
壺
就
淺
沙

遠
鷗
浮
水
靜
　
輕
燕
受
風
斜

世
路
雖
多
梗
　
吾
生
亦
有
涯

杜
甫
詩
「
春
歸
」

　
　
三

名前

松
本
　
奈
菜
花
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感想 釈文 題 学年
　
初
め
て
半
切
に
六
種
の
印
を
刻
し
ま
し
た
。
西
泠
後
八
家
の
一
人
で
あ
る
趙
之
琛
を
選
び
ま

し
た
。
鋭
い
線
と
柔
ら
か
い
線
が
あ
っ
た
の
で
違
い
が
で
る
よ
う
に
意
識
し
て
刻
し
ま
し
た
。

一
つ
一
つ
の
作
品
の
雰
囲
気
が
異
な
る
の
で
そ
こ
に
も
注
意
し
ま
し
た
。
今
回
の
模
刻
を
元
に

創
作
を
作
り
た
い
で
す
。

可
意
湖
山
留
我
住
斷
腸
煙
水
送
君
歸
　
孝
敬
忠
信
爲
吉
徳
　

鐘
送
黃
昬
雞
報
曉
相
催
世
事
何
時
了
　
我
欲
穿
華
尋
路
直
入
白
衣
深
處
浩
氣
展
虹
霓
　

馳
神
運
思
　
平
岡
細
艸
鳴
黃
犢
斜
日
寒
林
點
莫
雅

模
刻
　
六
種

二

名前

麻
植
　
柚
花
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感想 釈文 題 学年
　
私
は
赤
田
臥
牛
の
詩
を
行
草
で
創
作
し
ま
し
た
。
工
夫
し
た
点
は
、
潤
渇
を
意
識
し
て
書
い

た
こ
と
と
、
行
間
を
す
っ
き
り
み
せ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
す
。
普
段
、
創
作
を
あ
ま
り
し
な

い
の
で
か
な
り
苦
戦
し
ま
し
た
。
今
後
の
作
品
制
作
に
も
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

屋
外
一
痕
淡
月
、
山
中
草
點
梅
花
。
時
今
好
旬
迎
友
、
夜
坐
閑
窗
喫
茶
。

赤
田
臥
牛
の
詩
（
六
言
絶
句
）

二

名前

加
藤
　
史
也
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感想 釈文 題 学年

 

私
は
書
体
の
中
で
隷
書
が
一
番
好
き
で
、
そ
の
作
品
の
中
で
も
楊
峴
の
作
品
が
一
番
好
き
な
の

で
楊
峴
が
臨
書
し
た
西
嶽
華
山
廟
碑
を
臨
書
し
ま
し
た
。
気
を
つ
け
た
こ
と
は
、
中
心
が
ず
れ
や

す
い
為
、
中
心
を
揃
え
、
全
体
的
に
統
一
感
の
あ
る
作
品
に
な
る
よ
う
留
意
し
、
ま
た
潤
滑
が
出

る
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。

嶽
西
嶽
。
峻
極
穹
蒼
。
奄
有
河
朔
。
遂
荒
華
陽
。
石
興
雲
。

雨
我
農
桑
。
資
糧
品
物
。
亦
相
瑤
光
。
冠
二
州
。
古
曰
雍
梁
。

馮
于
豳
岐
。
文
武
克
昌
。
子
展
義
。
巡
狩
省
方
。

楊
峴
　
臨
・
西
嶽
華
山
廟
碑

　
　
二

名前

水
澤
　
一
暢



53



54

感想 釈文 題 学年
　
高
校
の
時
は
篆
刻
を
上
手
く
刻
せ
ず
、
大
学
に
入
学
し
、
篆
刻
を
学
ぶ
上
で
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。
そ
の
中
で
趙
之
謙
や
趙
時
棡
の
細
か
い
表
現
や
雰
囲
気
が
好
き
に
な
っ
た
か
ら
で
す
。

趙
之
謙
や
趙
時
棡
は
線
が
細
い
作
品
が
比
較
的
多
い
の
で
全
体
の
雰
囲
気
や
欠
け
て
い
る
部
分

な
ど
の
細
か
い
線
の
表
現
を
刻
し
ま
し
た
。

左
上
　[
粱
陪
玉
象
永
充
供
養
。
孺
。]

　
右
上
　[

西
京
十
四
博
士
今
文
家]

左
下
　[

擁
振
纓
印]

　
　
　
　
　
　
　
　
右
下
　[

趙
叔
孺]

模
刻
　
趙
之
謙
と
趙
時
棡
の
印

一

名前

伊
賀
上
　
伸
悟
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56

感想 釈文 題 学年
私
は
今
回
、
顔
真
卿
の
祭
姪
文
稿
を
臨
書
し
ま
し
た
。
祭
姪
文
稿
の
自
由
奔
放
で
力
強
い
書
き

ぶ
り
に
魅
力
を
感
じ
、
臨
書
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
半
切
サ
イ
ズ
な

の
で
力
強
く
書
き
す
ぎ
て
し
ま
う
と
、
文
字
が
窮
屈
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
文
字
の
大
き
さ

や
墨
の
入
れ
方
に
気
を
つ
け
て
臨
書
し
ま
し
た
。

毎
慰
人
心
。
方
期
戩
穀
。
何
圖
逆
賊
間
釁
。

臨
　
祭
姪
文
稿

一

名前

大
内 

涼
音
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感想 釈文 題 学年
　
高
校
生
の
と
き
に
筆
ペ
ン
で
臨
書
作
品
を
制
作
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
経
験
を
活

か
し
て
半
切
サ
イ
ズ
の
作
品
に
書
き
た
い
と
思
い
選
び
ま
し
た
。
石
に
刻
ら
れ
た
文
字
を
表
現

で
き
る
よ
う
に
全
体
的
に
扁
平
な
字
形
と
筆
の
強
弱
に
よ
る
線
の
変
化
、
分
間
に
気
を
つ
け
て

バ
ラ
ン
ス
良
く
臨
書
し
ま
し
た
。

美
人
姓
董
、
汴
州
恤
宜
縣
人
也
。

祖
佛
子
、
齊
涼
州
　
史
。

敦
仁
博
洽
、
標
譽
鄕
閭
。
父
後
進
、
俶
儻
英
雄
、
聲
馳
河
　
。

臨
　
美
人
董
氏
墓
誌
銘

一

名前

奥
村
　
妙
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60

感想 釈文 題 学年
私
は
今
回
、
初
め
て
王
鐸
の
臨
書
作
品
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
初
め
て
と
い
う
こ
と
で
、
連
綿
の

少
な
い
法
帖
を
選
び
ま
し
た
。
五
十
九
歳
の
時
の
作
品
と
い
う
こ
と
で
、
若
々
し
い
線
の
力
強
さ

や
動
き
を
よ
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
行
の
通
り
や
余
白
の
取
り
方
も
一
緒
に
見
る
こ
と
で
勢

い
や
雄
大
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す
。

渙
之
等
白
。
不
審
二
・
常
患
復
何
如
。
馳
情
倫
直
等
平
安
。
討
・
倫
奴
已
慶
在
道
。
企
遅
適
東
五

日
。
動
静
最
差
速
。

臨
　
大
鐸
臨
王
渙
之
帖

　
　
一

名前

春
り
り
か
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62

感想 釈文 題 学年
　
今
ま
で
は
行
草
書
を
専
門
的
に
や
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た
い
と
思

い
大
字
仮
名
の
創
作
を
し
ま
し
た
。
最
初
は
一
字
一
字
が
単
体
に
見
え
や
す
く
行
全
体
の
流
れ
が
あ

ま
り
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
文
字
全
体
に
縦
の
流
れ
を
入
れ
た
こ
と
で
行
の
流
れ
と
リ
ズ
ム
感
を
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

天
河
　
あ
さ
せ
し
ら
浪
　
た
ど
り
つ
つ
　
わ
た
り
は
て
ね
ば
　
あ
け
ぞ
し
に
け
る

　
　
古
今
和
歌
集
よ
り
一
首

　
　
一

名前

　
　
溝
上
　
結
衣
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64

感想 釈文 題 学年
日
本
人
の
行
草
の
作
品
を
書
い
て
み
た
い
と
考
え
藤
原
佐
理
の
離
洛
帖
を
選
び
ま
し
た
。
私
が
書

く
に
は
技
術
と
時
間
が
足
り
な
く
中
途
半
端
な
作
品
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
ド
感
あ

ふ
れ
る
奔
放
自
在
な
筆
致
で
書
き
進
め
ら
れ
た
詫
び
状
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
て
書
き
ま
し
た
。

謹
言
。
離
洛
帖
之
後
、
未
承
動
靜
、
恐
欝
之
甚
、
異
於
在
都
之
日
者

也
。
就
中
、
殿
下
何
等
事
　
御
坐
哉
。
進
發
以
前
、
不
参
之
勘
責
、
無
方
避
逃
。

　
臨
　
離
洛
帖

　
　
一

名前

山
田
　
珠
里
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香港城市大學作品



67

會計系校友  王瑋樂

奇尚書退食齋用東坡韻賦一絕



68

香港城市大學墨袖齋作品



69

1.18日中日交流参展名单.xlsx

参展人数 姓名 年级 学系 作品题目（诗名or自定义）

1 黄秀祺 大三 商業分析 春望

2 張書榕 大一 電機工程 春夜洛陽城聞笛

3 王佳萱 大一 資訊系統 清平調

4 張晶 大二 法律 春和景明

5 王朵朵 大一 傳播與媒體 定風波 ·莫聽穿林打葉聲

6 馬佳昕 大一 計算數學 夜舟行

7 孟凡祺 大三 電機工程 相思

8 謝一銘 大一 環球商業
春曉

本次展出作品



70

自古以来，诗人都喜欢吟咏春天。唐有杜甫，
韩有徐居正同作春望。徐居正很纯粹地表达了
自己对春天的细致观察，他所描绘的春天有一
种“輕輕的我走了， 正如我輕輕的來“的感觉。
但杜甫不仅描写了春天，更赋予了自己当下的
情感。万物本无情，但杜甫用寥寥数筆將眼前
本该是歡快的春之樂章，改成了萬物生靈和他
一起同歌同泣一首亡國之曲。 

黃秀祺 大三 商業分析

春望



71



72

此詩抒發了詩人客居洛陽夜深人靜之時被笛聲
引起的思鄉之情，其前兩句描寫笛聲隨春風而
傳遍洛陽城，後兩句寫因聞笛而思鄉。全詩扣
緊一個“聞”字，抒寫詩人自己聞笛的感受，
感情真摯，餘韻無窮。

張書榕  大一  電機工程

春夜洛陽城聞笛



73



74

李白此詩寫玄宗和楊妃觀賞牡丹花，將春意之
美與貴妃之容交織在一起。人美，景美，情美，
為春天增添了幾分色彩，讓讀者自然地把春天
想象成膚如凝脂的美人，形象生動展現春日的
獨特魅力。

王佳萱  大一  資訊系統

清平調



75



76

這是我理想中春天的模樣：波瀾不驚，溫而不燥。
我期待在這樣的春日裏卸下身上的種種負擔，
走近自己，帶上春的平和與堅韌再次出發。

張晶  大二  法律

春和景明



77



78

在料峭春風中尋求平定，在人生起伏中保持初
心。「人生多風雨，貴在泰然處之。」以詞為鑒，
自我修煉，無論是風是雨，皆坦然面對。

王朵朵  大一	傳播與媒體

定風波·莫聽穿林打葉聲



79



80

此詩由朋友王熠州所贈，詩中描寫一遊子乘舟
歸意好，暮視月納時，忽睹桃花交落，人隨溪
上飄蕩，如歸春亦攜歸矣。架一葉扁舟，追星
之光，逐春之色正是詩中意境。

馬佳昕  大一  計算數學

夜舟行



81



82

紅豆產於南方，結實鮮紅渾圓，晶瑩如珊瑚，
南方人常用以鑲嵌飾物。傳說古代有一位女子，
因丈夫死在邊地，哭於樹下而死，化為紅豆，
於是人們又稱呼它為「相思子」。詩中抒寫的
是眷念朋友的情緒。

孟凡祺  大三  電機工程

相思



83



84

渾然天成的詩篇寄寓著作者愛春惜春的一片心
意，於鋼筋水泥的城市中，願我也能保有這樣
一份純真的感受美好的心靈，早起伴著清脆悅
耳的鳥鳴開啟新一天的生活，珍惜所有轉瞬即
逝的美麗，莫等落花謝，方嘆東風烈。

謝一銘  大一  環球商業

春曉



85



86

2021 赴日展出作品



87

宋祥辰（SONG Xiangchen） 

電子工程專業（Electrical Engineering） 
Calligraphic artwork 書法作品 

 
【唐朝】李白〈黃鶴樓送孟浩然之廣陵〉 

Reference source image: 李白《李太白文集》《文淵閣四庫全書電子版》  

 

【釋文】 

書法作品名稱: 黃鶴樓送孟浩然之廣陵 

 

原詩作者: 【唐朝】李白 

 

故人西辭黃鶴樓，煙花三月下揚州。孤帆遠影碧空盡，唯見長江天際流。 
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王瑋樂（Wong Wai Lok）  
會計系（Accountancy） 

        Calligraphic artwork 書法作品                                                                                                     
 

 
【高麗王朝】李齊賢〈瀟湘八景 - 渔村落照〉《李齊賢·巫山一段雲》 

Reference source image:李齊賢《益齋先生文集》《韓國歷代文及叢書》 

 
【釋文】 
書法作品名稱: 渔村落照  

原詩作者:  【高麗王朝】李齊賢 

 
遠岫留殘照，微波映斷霞。竹籬茅舍是漁家，一徑傍林斜。綠岸雙雙鷺，青山點點

鴉。時聞笑語隔蘆花，白酒換魚蝦。 



89

閆博迅(YAN Boxun)  
電子工程專業（Electronic Engineering） 
 

Calligraphic artwork 書法作品 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Reference source image: 
【新羅時期】崔致遠 〈題伽倻山讀書堂〉     
《韓國歷代文集叢書 2》《孤雲先生文集二》                                                                      

【新羅時期】崔致遠 〈題詩石〉         
《文淵閣 四庫全書》《朝鮮志卷上》               

 

 

【釋文】 

書法作品名稱:  題伽倻山讀書堂  

原詩作者: 【新羅時期】崔致遠 

狂噴壘石吼重巒，人語難分咫尺間。常恐是非聲到耳，故教流水盡籠山。 

王瑋樂（Wong Wai Lok）  
會計系（Accountancy） 

        Calligraphic artwork 書法作品                                                                                                     
 

 
【高麗王朝】李齊賢〈瀟湘八景 - 渔村落照〉《李齊賢·巫山一段雲》 

Reference source image:李齊賢《益齋先生文集》《韓國歷代文及叢書》 

 
【釋文】 
書法作品名稱: 渔村落照  

原詩作者:  【高麗王朝】李齊賢 

 
遠岫留殘照，微波映斷霞。竹籬茅舍是漁家，一徑傍林斜。綠岸雙雙鷺，青山點點

鴉。時聞笑語隔蘆花，白酒換魚蝦。 
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段龍騰(DUAN Longteng) 
電腦科學（Computer Science） 

Calligraphic artwork 書法作品 

 
 

【明朝】朱柏盧治家格言 （節錄） 
Reference source image:【清朝】黃自元小楷《朱柏廬治家格言》 

  

【釋文】 

書法作品名稱: 朱柏盧治家格言 （節錄） 

原著作者: 【明朝】朱用純 
 

讀書志在聖賢，非徒科第，為官心存君國，豈計身家 

 
 



91

梁詩琪(LIANG Shiqi) 

會計系（Accountancy） 
Calligraphic artwork 書法作品 

 
 

【宋朝】李清照〈如夢令〉 
Reference source image: 李清照《漱玉词》《文淵閣四庫全書電子版》  

 

【釋文】 

書法作品名稱:  如夢令 

原詞作者:  【宋朝】李清照 

常記溪亭日暮，沉醉不知歸路。興盡晚回舟，誤入藕花深處。爭渡，爭渡，驚起一

灘鷗鷺。 

段龍騰(DUAN Longteng) 
電腦科學（Computer Science） 

Calligraphic artwork 書法作品 

 
 

【明朝】朱柏盧治家格言 （節錄） 
Reference source image:【清朝】黃自元小楷《朱柏廬治家格言》 

  

【釋文】 

書法作品名稱: 朱柏盧治家格言 （節錄） 

原著作者: 【明朝】朱用純 
 

讀書志在聖賢，非徒科第，為官心存君國，豈計身家 

 
 



92

王天宇(WANG Tianyu) 
金融工程（Financial Engineering） 
 

Calligraphic artwork 書法作品 

 
Reference source image: 

吳熙載篆書節錄王研雲寶行《勵學篇千文》 （節錄） 
【清朝】吳熙載篆書節錄王研雲寶行《勵學篇千文》六屏 

 

【釋文】 

書法作品名稱:  君臣既位 (節錄) 

 

原文作者:  【清朝】吳熙載 

 

君臣既位，覆載永平，物號曰萬。人得其靈，致中作極，執壹惟誠。男兒立志，俗

士盜名，如學弗豫。厥功安成，理根大造，姿秉初生。 



93

錢迅雷(QIAN Xunlei) 
數學系（Computing Mathematics） 

      Calligraphic artwork 書法作品 
           

 

【朝鮮王朝】宋翼弼〈採松〉《龜峰先生文集》 

Reference source image: 宋翼弼《龜峰先生文集》《韓國歷代文及叢書》 

 

【釋文】 

書法作品名稱:  採松 

原詩作者:  【朝鮮王朝】  宋翼弼 

真人避人世  世人那得逢  夜吟天月白  晨臥海雲空   

玉貌經千歲  花冠遍五峰  採松傳秘術  歸與萬邦同 

 

王天宇(WANG Tianyu) 
金融工程（Financial Engineering） 
 

Calligraphic artwork 書法作品 

 
Reference source image: 

吳熙載篆書節錄王研雲寶行《勵學篇千文》 （節錄） 
【清朝】吳熙載篆書節錄王研雲寶行《勵學篇千文》六屏 

 

【釋文】 

書法作品名稱:  君臣既位 (節錄) 

 

原文作者:  【清朝】吳熙載 

 

君臣既位，覆載永平，物號曰萬。人得其靈，致中作極，執壹惟誠。男兒立志，俗

士盜名，如學弗豫。厥功安成，理根大造，姿秉初生。 
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潘旻雯(PAN Minwen)   

經濟與金融系(Economics and Finance)  

             Calligraphic artwork 書法作品 

 

【新羅時期】  崔致遠 〈題伽倻山讀書堂〉     

Reference source image: 崔致遠《韓國歷代文集叢書 1》《孤雲先生文集一》                                                                      

 

 【釋文】 

書法作品名稱:  山陽與鄉友話別 

原詞作者:   【新羅時期】  崔致遠 

相逢暫樂楚山春，又欲分離淚滿巾。 

莫怪臨風偏悵望，異鄉難遇故鄉人。 



95

王康瑜(Wong Ruby) 

中文與歷史系(Chinese and History) 

Calligraphic artwork 書法作品 

 

【清朝】李文藻〈易例二卷〉 

Reference source image:《欽定四庫全書總目卷六》《文淵閣四庫全書電子版》 

 

 

【釋文】 

書法作品名稱: 去蕪存菁 

原詩作者:  【清朝】  李文藻 

苟汰其蕪雜，存其菁英。 

潘旻雯(PAN Minwen)   

經濟與金融系(Economics and Finance)  

             Calligraphic artwork 書法作品 

 

【新羅時期】  崔致遠 〈題伽倻山讀書堂〉     

Reference source image: 崔致遠《韓國歷代文集叢書 1》《孤雲先生文集一》                                                                      

 

 【釋文】 

書法作品名稱:  山陽與鄉友話別 

原詞作者:   【新羅時期】  崔致遠 

相逢暫樂楚山春，又欲分離淚滿巾。 

莫怪臨風偏悵望，異鄉難遇故鄉人。 
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許育誠（Hsu Yucheng） 

資訊科學（Information science） 

Calligraphic artwork 書法作品 

 

【唐朝】杜牧〈山行〉 

Reference source image: 《唐詩品彙》《文淵閣四庫全書電子版》

 

【釋文】 

書法作品名稱: 山行 

原詩作者：【唐朝】杜牧 

遠上寒山石徑斜，白雲深處有人家。 

停車坐愛楓林晚，霜葉紅於二月花。 
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鄧雨倩(DENG Yuqian) 

經濟與金融系（Economics and Finance ） 

Calligraphic artwork 書法作品 

 

【漢朝】司馬遷〈貨殖列傳〉 

Reference source image: 〈貨殖列傳 第六十九〉《史記 卷一百二十九》《文淵閣四庫全書電子版》 

 

【釋文】 

書法作品名稱: 《史記·貨殖列傳》摘錄 

原文作者：【漢朝】司馬遷 

貴上極則反賤，賤下極則反貴。 

貴出如糞土，賤取如珠玉，財幣欲其行如流水。 

許育誠（Hsu Yucheng） 

資訊科學（Information science） 

Calligraphic artwork 書法作品 

 

【唐朝】杜牧〈山行〉 

Reference source image: 《唐詩品彙》《文淵閣四庫全書電子版》

 

【釋文】 

書法作品名稱: 山行 

原詩作者：【唐朝】杜牧 

遠上寒山石徑斜，白雲深處有人家。 

停車坐愛楓林晚，霜葉紅於二月花。 
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黃憶文(WANG Yiwen) 

金融系（Finance Department） 

Calligraphic artwork 書法作品 

                                     

【漢朝】司馬遷〈貨殖列傳〉 

Reference source image: 〈貨殖列傳 第六十九〉《史記 卷一百二十九》《文淵閣四庫全書電子版》 

 

【釋文】 

書法作品名稱: 《史記·貨殖列傳》摘錄 

原文作者：【漢朝】司馬遷 

纖嗇筋力，治生之正道也，富者必用奇勝。 
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黃憶文(WANG Yiwen) 

金融系（Finance Department） 

Calligraphic artwork 書法作品 

                                     

【漢朝】司馬遷〈貨殖列傳〉 

Reference source image: 〈貨殖列傳 第六十九〉《史記 卷一百二十九》《文淵閣四庫全書電子版》 

 

【釋文】 

書法作品名稱: 《史記·貨殖列傳》摘錄 

原文作者：【漢朝】司馬遷 

纖嗇筋力，治生之正道也，富者必用奇勝。 
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